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学校法人 中村学園  NO.４へ続く 

◆『令和６年度の指導方針について』 

副校長・教育部長 有賀 浩 
 

建学の精神、校訓を根本とし、「明るく笑顔で元気のよい挨拶を基調とし

た全人教育」、そして「勉強と仕事を通して自己実現を図る」こと。グロー

バル社会に貢献するため、「プロフェッショナルとしての自信と誇りを持

ち、確固たるアイデンティティを確立する」こと。これら本学における職業

実践専門教育の土台となる教育理念（職業教育７０周年、学校法人中村学園

５０周年、専門学校３５周年を越えて、なお不変であること）を確と心に据

え、学校・学科・研究・専攻において、社会人基礎力をベースに、学生一人

ひとりが目標とする「職業のイメージ」を明確にし、学びの「目的」を理

解。「自ら学ぶ姿勢」を身につけ、必要なスキル・資格を積極的に修得。更

に産学連携教育プログラム、フィールドスタディーの経験を通じて視野を広

げ、「人財」となる。これこそが、文部科学大臣職業実践専門課程の認定を

受けた高等教育機関としての本学の役割だ。生涯学習機関として卒業生や社

会人（在職者、離職者）を対象とするリスキリング、小・中・高学生のため

の職業・キャリア意識向上も支援する。 

本学が最も力注ぐ『産学間連携教育プログラム』『フィールドスタディ

ー』＜産業界・福祉・医療・幼児教育・官公庁等、各分野との密接な連携に

よる実践的・体験的な職業教育＞により、企業人・現場スタッフ、卒業生か

ら直接指導を受け、関わり合い、評価を頂くことで、キャリアイメージを明

確化し、各自の就職目標達成に向けた学びに対するモチベーションを高め

る。これらの経験から見つけられた課題を持ち帰り、アクティブラーニング

を活用した学内での学びで解決、ステップアップを目指す（PDCAサイク

ル）。 

「創意進取の研鑽」、試行錯誤を重ね、「クリエイティブな精神」を大いに

培う。そして将来プロフェッショナルとなった後も、それぞれの就職先で

「現代社会の変化に対応」して自ら動き、課題を見つけ、解決し、高い付加

価値を創造する力量を伸ばすこと。校訓「技術は力なり 我は我が道を行く 

How to人間ではなくWhy人間の養成」を具現化するために必要なこれら

の "力" のベースを、修学期間中に一つでも多く身につけよう。 

「CANスカラシップ制度」に基づく学生リーダーたちが他の学生も巻き

込み、学生相互の切磋琢磨により社会性・専門性を高めていく。フィールド

スタディーにおいては、「ICT（情報通信技術）・エンターテイメント」×

「福祉・医療・子ども・教育」のコラボレイトに加え、永年継続して地域か

ら高く評価されている地域活動・ボランティア活動も一層充実させる。視野

を広めることで、複数の分野に跨る複合的な知識・見識を持つ「希少性の高

い人材」を目指す。 

両専門学校共に文部科学大臣から認定されている「職業実践専門課程」と

して、各界のプロフェッショナルや専門分野で豊富な経験を積んだ卒業生を

中心に構成する学校関係者評価委員会、教育課程編成委員会、情報交換会

等、我々教職員も多くのチャネルを駆使して研鑽を重ね、時代の変化と各界

のニーズを的確に受け取り、カリキュラム構築・教育・研究を実践してい

く。 

また、専門学校には「中核的人材の育成」についても大きな期待が寄せら

れている。昨年度様々な形で学生が関わらせて頂いた文部科学省委託事業

（全国の専門学校・企業・業界団体・学識経験者とのコラボレーションによ

る教育システム・カリキュラム構築、先端技術を活用した教育手法の研究と

実践、コンテストの開催等）に今年度もチャレンジする。 

コロナ禍により制約を受けたからこそ蓄積することができた最新の教育ノ

ウハウやオンライン教材・ライブラリも活用しながら教職員・学生が一丸と

なって、学事を進めていく。世界全体の指針であるSDGsを主眼とし、

Society 5.0の実現に向けてAI（人工知能）、XR（VR 仮想現実、AR 拡

張現実、MR 複合現実の総称）やDX（デジタル変革）が急速に普及する

今、「時代を先読みし、キャリアイメージを常に持ちながら付加価値を高め

ていけるプロフェッショナル」になるための着実な教育を実践し、その成果

として優秀な人材を世の中に輩出する一年としたい。 

 
＊「職業実践専門課程」 

専修学校の専門課程であって、職業に必要な実践的かつ専門的な能力を育

成することを目的として専攻分野における実務に関する知識、技術及び技能

について組織的な教育を行うものを、「職業実践専門課程」として文部科学

大臣が認定して奨励することにより、専修学校の専門課程における職業教育

の水準の維持向上を図ることを目的とするもの。平成26年度より新設され

た。本学園が設置する両専門学校とも認定を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門学校静岡電子情報カレッジ 

☆ITゲーム＆ロボットシステム学科 

（ゲームシステム研究、ロボットシステム研究、 

ITスペシャリスト研究） 
学科長 中村 健太郎 

 

新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。ならびに保護者のみな

さま、誠におめでとうございます。 

本学科の分野に関しては、近年、多くの業種においてリモートワーク

も日常的になり、より一層 ITの活用が加速しています。加えて、産業

界全 体がデジタル・トランスフォーメーション（DX）にシフト。ま

た、AI や IoTなどの分野の成長により、IT分野の人材が一段と求めら

れるようになっています。 

本学が開校以来培ってきた IT 教育のノウハウを礎に「ゲーム」「ロ

ボ ット」自体を高度なコンピュータシステムの一つとして捉え、豊富

な実習 を通して「ものづくりの醍醐味」を体得します。また、本校の

売りである「産学連携教育プログラム」を通して、実践的な開発を繰り

返し、成長に 繋げていってもらいたいです。 

そして自らが目標とする業界・職種を明確にし、業界を徹底的に研究

した上で就職活動に乗り出し、「なりたい自分」をともに目指しましょ

う。  
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☆音響＆映像メディアクリエイト学科 

（音響エンタメ研究、映像メディア研究） 
学科長 五味 正太郎 

 

新入生の皆さんご入学おめでとうございます。ならびに保護者の皆

様、誠におめでとうございます。 

本学科は音響・映像といったエンターテイメント分野について学ぶ学

科です。最近では音楽や動画といったクリエイティブなコンテンツにも

人工知能“AI”が活用され始めています。エンターテイメントは「人を

感動させ、楽しませるものである。」そのためには、人の気持ち、感情

が重要になってきます。それはAIには読むことのできないものであ

り、技術が進歩した今だからこそ「人間らしさ」が必要とされていま

す。そこで、この学校生活では多くの人と関わりを持てる2年間として

もらえたらと考えています。人の考えや意見から学ぶことはたくさんあ

ります。それを自分で活かせるように、先生方や友人、外部の方との輪

を上手く使って成長していけるよう一緒に頑張っていきましょう。 

 

静岡福祉医療専門学校 

🌼総合福祉学科 

学科長 井川 真世 

 

新入生の皆さん、ご入学おめでとうございます。 

期待と不安を抱えながらも、新たな一歩を踏み出された皆さん。福祉

の専門職を志そうとしたきっかけはそれぞれだと思いますが、「人の笑

顔が見たい！」という共通点をお持ちではないでしょうか。これから専

門的な知識・技術、技能を学んでいきますが、「どうしたら人を笑顔に

できるか」を考えて欲しいと思います。そして、同時に「どうしたら自

分が笑顔でいられるか」も大切にしてください。本学科は地域活動やボ

ランティア活動等学外での活動にも力を入れています。学生時代に体験

する全てのことが学びとなり、皆さんを成長させてくれます。ぜひ、

色々なことに挑戦してください。もし、悩んだり、つまずいたりするこ

とがあったら先輩や教員を頼ってください。皆さんが充実した学生生活

を送れるようサポートしていきます。一緒に笑顔で過ごしていきましょ

う。よろしくお願いします。 

 

 

🌼介護福祉学科 

学科長 三嶋 秀子 

 

ご入学おめでとうございます。介護福祉学科は「共感性豊かで、専門

的知識と技術に精通した介護福祉士の養成」を目指します。 

確かな理論的基盤に立脚したコミュニケーション技術・基本的人権・

専門的知識と技術の習得を行い、利用者様を尊重し、利用者様が安全で

快適な生活を過ごせることができるよう、相手の気持ちや立場が理解で

きる介護福祉士を目指しましょう。そして、人間としても成長し、高い

倫理観を持ち合わせた介護のプロを目指しましょう。 

さらに、ビジネスマナー、ICT活用技法も身に付け、福祉現場で幅広

く活躍できる人材を養成します。理想は高いですが、自主トレーニング

や指導を濃密にし、友人や先輩・後輩との連携を図りながら、自己実現

を図るため、少しずつ前進したいと考えています。 

夢に向かって、楽しみながら一緒にがんばりましょう。 

 

🌼子ども心理学科 

学科長 後藤 明子 

 

新入生の皆さん 入学おめでとうございます。 

今年度入学する1年生は16期生となります。「こどもたちの“ここ

ろ”と“からだ”の健やかな成長を見守り、あたたかいふれあいの

『心』を大切にする保育士、幼稚園・保育教諭を育成する」という学生

指導方針を根底に置き、さらに「専門職としての知識・技術の修得およ

び子どもたちに何ができるのかを探求する学生」を本学科の目標とする

学生像として教育してまいります。保育者・幼児教育者となるために、

まず、①挨拶②相手を思いやる気持ち③礼儀④規則正しい生活⑤行動力 

を心がけてください。 

もう一つ、全国保育士養成協議会会長で日本保育学会理事（前会長）

の汐見稔幸先生は、人間が大切にしてきた3つのこととして、『体で覚

えていくこと。アイデアを出し合うこと。豊かな人間関係を作るこ

と。』を上げています。社会はますますAI社会となり、生活スタイルや

価値観は大きく変わり、子どもの育つ環境も変化し続けています。しか

し、子どもたちが幸せな人生を送るために大切にしていきたいことは、

変わらないのかもしれません。子どもの未来を明るく照らせるような保

育者・幼児教育者を目指して頑張りましょう。 

 

🌼視能訓練士学科 

学科長 鈴木 ほまれ 

 

ご入学おめでとうございます。 

視能訓練士学科は「自ら考え行動のできる視能訓練士」の養成を目指

します。視能訓練士は眼科で働くコメディカルとして、正確な専門知

識・技術はもちろんのこと、常に患者様に寄り添い、思いやることが求

められます。また、眼科は乳幼児から高齢者までが対象となる上に自覚

的検査（患者様の応答による検査）が多く、正確な結果を出すためには

高いコミュニケーション力が必要とされます。３年間を通して、様々な

人とコミュニケーションをとり、関わることで視能訓練士に必要な素質

を養うようにして下さい。 

皆さん一人ひとりが「視能訓練士」という夢を叶えられるように全力

でサポートしていきますので一緒に頑張りましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月の行事 

 １日（月）キッズハウスひかり「入園進級お祝いの会」 

 ５日（金）新入生オリエンテーション９：００～ 

      在校生オリエンテーション１３：００～ 

      健康診断９：００～ 

６日（土）始業式、入学式（静銀ユーフォニア） 

８日（月）在校生前期講義開始 

     幼稚園入園式、始業式 

     新入生オリエンテーション ～１０日(水) 

１１日（木）新入生宿泊研修（御殿場）～１３日(土) 

１５日（月）新入生前期講義開始 

      学生会挨拶運動 ～１９日(金) 

１８日（木）学生会選挙（昼休み） ～１９日(金) 

２０日（土）オープンキャンパス １３：１５～ 

２９日（土）昭和の日 


